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2025年7月8日

SDI渋谷潜水工業グループ
代表：渋谷正信

[漁業共生アドバイザー]

漁場藻場の現状と未来

～全国各地の海の中を見てきて～

本日の内容

1. 自己紹介 – 漁業共生へのヒストリー

2. 日本の海はどうなっているのか

3. 未来の漁業を創る取り組み

1)事例1 長崎県五島

2)事例２ 北海道奥尻町

3)事例３ 三重県鳥羽市

4)事例４ 千葉県銚子漁協

4. 本日のまとめ
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・51年前より、水中の工事・調査の潜水士として

・36年前より、海洋構造物の魚礁化の調査・研究

・26年前より、漁場藻場の調査・再生の事業に取り組む

・14年前より、海洋エネルギーと漁業との共生・協調に取り組む

漁業共生へのヒストリー

Marine Renewable Energy Fisheries  
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日本の海は

どうなっているのか
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北海道・臼谷

北海道・増毛(舎熊)

北海道・余市

北海道・寿都

北海道・函館

北海道・礼文島

北海道・白糠

北海道・島牧

北海道・檜山

北海道・奥尻

北海道・昆布森

北海道・浜中

北海道・利尻島

日本全国
70数箇所の
漁場藻場の
調査と再生

青森・つがる

青森・大間
青森・易国間

青森・佐井村

岩手・大槌

宮城・女川

秋田・男鹿

秋田・秋田、本荘

福島・いわき

千葉・いすみ
千葉・勝浦、西川名、岩井冨浦

千葉・勝山

沖縄・辺野古

静岡・伊東、初島

静岡・伊豆

東京・三宅島

三重・菅島
三重・大王町

三重・三浦湾、三木浦
和歌山・串本

和歌山・白浜

和歌山・田辺

和歌山・大引漁港
高知・池の浦、野見湾

愛媛・宇和島

大分・丹賀浦
大分・名護屋

宮崎・延岡鹿児島・種子島

鹿児島・長島

長崎・五島

長崎・鷹島

長崎・壱岐

長崎・対馬

大分・姫島

大分・国東

島根・隠岐島
京都・舞鶴

京都・栗田

長崎・西彼
長崎・瀬川

神奈川・江ノ島
神奈川・三浦
神奈川・真名瀬

神奈川・平塚
神奈川・真鶴、小田原

長崎・江島

福岡・響灘

福岡・糸島

山形・遊佐
飛島

千葉・銚子

秋田・潟上

石川・輪島

石川・舳倉島

千葉・九十九里

新潟・佐渡

石川・能登

佐賀・唐津

SHIBUYA-DIVING INDUSTRY,CO., 6

国内の海を調査して見えてきたもの

5

6



2025/7/30

4

SHIBUYA-DIVING INDUSTRY,CO., 7

そのひとつが

磯焼けによる海藻の大減少

日本の海の現状

Marine Renewable Energy Fisheries  
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宮崎

Marine Renewable Energy Fisheries  

高知

Marine Renewable Energy Fisheries  
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和歌山

2008年 春 2008年 秋

Marine Renewable Energy Fisheries  

三重県・尾鷲

Marine Renewable Energy Fisheries  
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静岡県
2010年１月11日
朝日新聞記事より

2010年1月11日 朝日新聞記事より
Marine Renewable Energy Fisheries  

神奈川県江ノ島の磯焼け

2019年1月2017年1月

Marine Renewable Energy Fisheries  
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千葉・勝山の海の状況

五島列島

Marine Renewable Energy Fisheries  

15年前・・・アワビの漁獲高 3億円

小値賀島

現在は  300万

1/100に激減

お ぢ か じま

15

16



2025/7/30

9

青森 減少

いわき

宮古 減少

減少

千葉 減少
磯焼け

Marine Renewable Energy Fisheries  

男鹿減少

函館磯焼け

日本の磯焼けの現状

SHIBUYA-DIVING INDUSTRY,CO., 18

海藻が消失するとどうなるか

17

18



2025/7/30

10

死がいやフン

日光

中型魚類

海の食物連鎖

海藻

光合成

植物性プランクトン

バクテリア

小型魚類

大型魚類

動物性プランクトン

Marine Renewable Energy Fisheries  

海の基礎生産 重要

・光合成で海中のCO2を吸収

（ブルーカーボン）

・幼魚の生育場（エサ場）

・魚の産卵場所、

Marine Renewable Energy Fisheries  

海の中の海藻はきわめて重要

・幼魚のかくれ場所

海の中の海藻は、

19

20



2025/7/30

11

事例１

長崎県五島

・ヒジキの再生

・アオリイカの産卵量を10倍に

五島の海の磯焼け

ヒジキの大産地だったが

１２年前より全滅
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Marine Renewable Energy Fisheries  
23

ヒジキを再生させた漁業者さんの思い

Copyright © 2016 Marine Renewable Energy Fisheries INC. All Rights Reserved.

3年がかりで
ヒジキの再生に成功

ヒジキは増え続けている
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地域の子供たちがヒジキがりに参加
ヒジキ再生で地域が活性化

令和元年度 五島ふくえ崎山地区のイカの卵

ヒジキにアオリイカが産卵
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→現況の調査・磯焼けの原因
→対策
→あきらめずに実行

磯焼け対策進めヒジキ復活

全国豊かな海づくり大会で最高賞

五島・崎山漁業集落
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五島奈留漁協

アオリイカの産卵量を１０倍に

毎年漁協でアオリイカ産卵用の芝木を

海中に設置していた
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どこに設置したイカ芝に

産卵するのかを調べる

良く産卵している芝木が

良く産卵している芝木の付近に

芝木を増やしてみた

イカ芝に産み付けていく

WS_000083
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アオリイカの産卵を10倍に増殖

長崎県五島で
漁業共生策の一環として

事例２

北海道奥尻町

コンブ養殖＋ウニ増殖＋ブルーカーボン
アワビ増殖

33

34



2025/7/30

18

奥尻島

北海道奥尻島

北海道奥尻島

奥尻島

島の東側は磯焼けに、ウニとアワビの餌がなくなる
冬は北西の風で比較的穏やか

北

西 東

東側の海

北西の風
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冬場にコンブ養殖を行うように
(垂下式)

垂下式のコンブ養殖の状況
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養殖したコンブをどうするか

ウニやアワビの餌に

ブイ

ブロック

重り

北海道奥尻島
コンブ養殖とウニの身入り増殖

コンブができたら
切り落とす

中身の濃いウニ
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さらには、

養殖したコンブは

ブルーカーボンに適応

２
０
２
５
年
２
月

N
H
K
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事例３

三重県鳥羽市

鳥羽の海藻がどうなっているか

見える化調査

三重県鳥羽市

鳥羽
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最近、海がおかしくなっている

海藻がなくなっている

調査してみよう

鳥羽磯部漁協内の

６つの支所の海域を調査

①神島

③菅島

②答志島

④石鏡

⑤国崎

⑥相差

45

46



2025/7/30

24

沿岸部の水深による海藻(アラメ・カジメ)の
着生状況を調べる

水面
陸

沿岸部の水深によるアラメ・カジメの着生状況

• 水深0～3m：アラメ・カジメ 多い

• 水深3～10m：アラメ・カジメ有 食べられている

• 水深10～15m：カジメ有 しかし少ない、食べられている

• 水深20m：カジメなし

ソフトコーラルが着生・点在
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水深０～３ｍ

水深３～１０ｍ

49

50



2025/7/30

26

水深１０～１５ｍ

水深２０ｍ

51

52



2025/7/30

27

調査した結果

豊かに茂っていたアラメ・カジメの海藻が

広大な面積で減ってきている

主な要因は藻食魚類

(アイゴ・ブダイ・イスズミ等)による食餌

海藻を食べる魚をどうするか

アイゴ

ブダイ

イスズミ

食べられるように加工方法

買い取り
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ヒジキの増殖

海藻の増殖

(アラメ等)

の検討実証について

鳥羽の未来の海

漁業をどうするか

55

56



2025/7/30

29

事例４

千葉県銚子漁協

銚子における

未来の漁業を創る

取り組み

千葉県銚子市

銚子
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海の温暖化で、これからとれる魚が

どうなるかわからない

近場の海の資源も開発しよう

２
０
２
２
年
8
月
3
日(

水)

水
産
経
済
新
聞
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1. マルチビームソナー調査

2. 潜水調査

3. ROV調査

4. 魚探調査

5. 漁獲調査

6. 環境生物・底質調査

7. 流向流速調査

8. 海底水温計測調査

9. 簡易水質調査

10.空撮ドローン調査

ROV

漁獲

環境生物

マルチビームソナー

潜水

空撮

銚子の前浜の海を見える化

・アラメを増やすにはどうしたらよいか

・イセエビを増やすにはどうしたらよいか

・港の施設や人工ビーチを活用するにはどうしたらよいか

実証をやってみよう
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ブルーカーボン及び
海藻育成実証箇所

今後
名洗港における
ブルーカーボン藻場面積は

4.5ヘクタール増設できる可能性あり

名洗港での大型海藻アラメの増殖

２
０
２
５
年
５
月
３
０
日

日
刊
水
産
経
済
新
聞

銚子海域における海藻育成(コンブ・ワカメ等)の

実証の成果をふまえて

今後、港湾施設を有効活用して、

海藻育成の増殖を検討中

港を使ったコンブの育成
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魚礁の設置

フィルターユニットの設置

フィルターユニットについたイセエビ
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イセエビの増殖

設置直後
(2023年11月5日)

No.1 2匹

No.2 4匹

No.3 10匹

No.4 12匹

No.5 4匹

設置1年後
(2024年11月4日)

No.1 75匹

No.2 18匹

No.3 24匹

No.4 30匹

No.5 33匹

5箇所に設置した人工魚礁群の経過(効果)調査を実施。

設置直後と1年後のイセエビ蝟集量は

No.1～No.5まですべて増殖蝟集していた。

SHIBUYA-DIVING INDUSTRY,CO., 68

4.本日のまとめ

1)未来の漁業をどうするかという
テーマで取り組む必要が＿。

2)そのためには、現状の漁場藻場海域の
漁業資源の実態を知る必要が＿。

3)ただし従来のような単に調査するだけでなく
未来をどうするかを軸にした調査。

4)時間も費用も掛かるかもしれません、
それらもどうするかを吟味しながら

5)実行、実践

67
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現状維持
本当は

下降している

前向
きに

挑戦
する

姿勢

上昇

ご清聴ありがとうございます

渋谷正信

SDI グループ代表

海の恵みに感謝
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